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	部会名
	平成30年度第3回高次脳機能障がい部会

	日時
	[bookmark: _GoBack]平成31年1月29日（火）　18：20～20：20

	場所
	グリーンホール2階ホール

	参加者
	63名（医療関係者30名、福祉等支援者25名、当事者・家族8名）

	区西北部高次脳機能障害支援普及事業（豊島病院）と共催
（1）事業所紹介
　　 講師：東京高次脳機能障害者支援ホーム　作業療法士　安藤健太氏
　　　　　 地域活動支援センターデイサービスおむすび　小林修二氏
　　・各機関の活動内容
　　・事例紹介
　　・質疑応答

　　＜アンケートから＞
　　　○入所から退所までの一連の流れがわかった。
　　　○事例を通してなので、具体的な支援内容がわかりやすかった。
　　　○写真・動画があり活動の雰囲気がよく伝わってきた。
　　　○（利用に際して）どれくらいの費用がかかるのか目安が知りたい。
◯65歳以上の人は他にどの施設を利用すればよいのか知りたい。
○回復期病院とのつながりが知れてよかった。今後利用を検討したい。

（2）お知らせ
　　豊島病院より
　　・区西北部高次脳機能障害支援普及事業について
　　高次脳機能障がい部会より
　　・部会員一覧表作成について
　　・第２回部会アンケート結果について
　　・第２回板橋区地域自立支援協議会報告
・要望書の提出について
・部会準備会についてのお願い

（3）その他
・各関係機関より、研修・講演会等の案内があった。

（4）次回予定
日時：平成31年6月18日（火）　18：20～　
場所：板橋区立グリーンホール　２階ホール
内容：「当事者家族への支援」をテーマとした講演会




平成31年3月4日

板橋区地域自立支援協議会
会長　是枝　喜代治　様
板橋区地域自立支援協議会高次脳機能障がい部会
部会長　會田　玉美


高次脳機能障がい部会からの提案

　高次脳機能障がい部会で協議してきた内容から、優先度の高い地域課題を、以下のとおり、提案・要望いたします。

	
１．復職目的や会社に籍がある方の就労系サービス（就労継続支援Ｂ型など）の利用について
国のガイドラインでは復職目的や会社に籍がある方の就労系サービスの利用については「条件を満たせば支給決定を行って差し支えない」となっています。
板橋区でも高次脳機能障がい者で復職目的や会社に籍がある方人の就労系サービスの利用を認めて下さい。


２．地域生活支援事業移動支援の範囲拡大　　通所、通勤
板橋区では移動支援で就労継続支援Ｂ型や勤務先への通所、通勤が使えません。
東京の他の自治体では使えるところもあります。
高次脳機能障がい者は作業や仕事自体はできるが、障がい特性上、通所、通勤が
できない人がいます。高次脳機能障がい者の移動支援の範囲拡大を要望します。







